
近年，北極域の温暖化が顕著に進行しており，夏季

の海氷面積の激減が注目されています．北極域では，

地球温暖化が増幅されて現れるとともに，その影響が

他の領域に広く及ぶと考えられています．北極域は注

目度の高い領域であり，気象学会のシンポジウムでも

何度か取り上げられていますが，変化も研究の進展も

早いので，時折振り返り，現状を確認し，最新の研究

をもとに議論し，今後について考えることは有意義で

しょう．

本シンポジウムはそのような考えのもとに企画され

ました．まず海氷の役割と最近の研究について概説し

ていただいた後，北極温暖化増幅のメカニズムと成層

圏まで含めた北極と中緯度の関係を話していただきま

した．さらに，グリーンランド，シベリア等，陸域に

も目を広げて講演いただきました．最後の総合討論で

は，活発な議論が繰り広げられました．本報告を通し

て，北極域に関する気・水・地圏の総合的な現状認識

と今後の展望が広く共有されることを期待します．

基調講演

１．「海氷の気候変動における役割：北極海vs.南極

海」

大島慶一郎（北海道大学低温科学研究所）

２．「北極温暖化増幅のメカニズムと将来予測」

吉森正和（北海道大学大学院地球環境科学研究

院）

３．「北極-中緯度気候結合における成層圏過程」

中村 哲（北海道大学大学院地球環境科学研究

院）

４．「グリーンランド氷床における近年の急激な雪氷

質量損失―現地観測と数値モデルによるメカニズ

ム理解の試み―」

庭野匡思（気象庁気象研究所）

５．「北東ユーラシアの『大気－植生－凍土－河川』

システムの現在と将来」

檜山哲哉（名古屋大学宇宙地球環境研究所）
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